１　主題構成表
主題名　みんなのためになるしごと（小学校　低学年）　　　　　資料名 「みんなの　ニュース　がかり」
	■　内容項目　４－（２）
　働くことのよさを感じて、みんなのために働く
	
	■　価値の分析
・人間として生きていくには、仕事に誇りと喜びを見出し、将来や社会に対する夢と希望、そして生きがいをもって仕事に取り組めることが大切である。働くことは、単に自分が生活していくためだけでなく、自分に課された社会的責任を果たすという意味においても重視する必要がある。社会に対する奉仕や公共の役に立つ社会人になるために、働く意義を自覚し、社会に役立とうとする心を育てることが必要となってくる。

・この時期の児童は、学級における係や当番活動などの役割を喜んでやり遂げようとする。したがって、働くことは役に立ち、周りのみんなに喜んでもらえ、楽しいことであると感じている。しかし、はじめは喜んで取り組んでいても、すぐに飽きてしまうのもこの時期の特徴である。
・働くことで役に立つうれしさや、人のためになるというやりがい、自分の成長などを感じられるようにすることが大切である。特に、学級の清掃や給食などの当番活動、家庭や地域での決められた仕事など、実際の場での意欲や態度に結び付けていくことで働くことのよさを感じて、みんなのために進んで働こうとする心情を養いたい。
	
	■　資料の分析
・本資料は、個人の情報を、よく確かめずにニュースに書いてしまい、友達に責められたニュース係のけいすけが、その後、ゆいさんの言葉をヒントに、みんなに喜んでもらえるよう作り直すという話である。
・あわてて、ニュースをはがしているけいすけの気持ちを考えさせることで、みんなに喜んでもらうという気持ちの強さや、よく確かめずにニュースを書いてしまったことを悔やんでいることに共感させることができる。

・ゆいさんの言葉を受け止め、みんなの喜ぶ仕事をしようと努力し、正しい情報を伝えることに心がけ、最後には喜んでもらえたけいすけの心情に共感させることで、みんなのために働くことのよさに気付かせることができる。
・けいすけの気持ちを考えることを通して、不正確な情報を周囲に与える影響や、正しい情報を伝えることの大切さについても気付かせることができる。

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	■　内容項目から見た児童の実態
（意識）
・当番活動や係活動など、自分が担っている役割について責任をもたなければならないと考えている。
・清掃活動や給食などの後片付けは、誰かがやってくれるし、面倒くさいという意識から進んで取り組もうとはしない。

（要因）
・これまでの学級生活において、面倒だと感じられる活動でも、その活動をやり遂げることからうれしさややりがいが実感できることに気付いていない。

・自己中心的な考えが先に立ち、自分の仕事が仲間のために役立っていることに気付くことができず、働くことの喜びや満足感を味わっていない。
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	

	■　ねらい
　働くことにより人の役に立つうれしさややりがいを感じられることに気付き、人のために進んで働こうとする心情を育てる。

	

	

	
	■　展開の構想
・みんなに喜んでもらおうとしたが、友達に責められた主人公の悔しい気持ちに十分に共感させる。
・ゆいさんからの言葉をヒントに、もう一度みんなに喜んでもらおうとする気持ちが高まっていることを感じ取ることができるようにする。

・ひろしに「みんなのニュースかかりだね」と言われたけいすけの気持ちを話し合わせ、けいすけの気持ちにある「みんながよろこんでくれてうれしい」を考えられるようにする。
・人のために働いた経験を想起させ、そのときの気持ちを大切にしようとする意欲をもたせる。
	
	■基本発問　◎中心発問

○あわててニュースをはがしているけいすけくんは、どんな気持ちでしょうか。

◎もう一度、ニュースを書いているけいすけくんはどんな気持ちでしょうか。

○「みんなのニュースがかり」と言われたけいすけくんはどんな気持ちだったでしょうか。
○今までにみんなのために働いたことはありませんか。そのときのどんな気持ちでしたか。
	

	
	
	
	
	

	



[image: image1.emf]２   学習指導過程  

  基本発問と予想される児童 の反応  指   導   ・   援   助  

導 入   ◇ 係の役割 を 果たすことを 想起させ 、 価値への 方向付けを す る。   ○ 学校の生活の中で、 みんなのためになる仕事はどんなも のがある でしょう 。   ・ 黒板消し係や花の水替え当番があるよ。   ・みんなに給食を配る給食当番があるよ。  ・児童への質問紙や保護者へのアンケートを 活動し、児童の実態や傾向性を把握してお く。   ・「みんなのための仕事」として板書して位 置付ける。  

展   開   前   段   ◇資料提示（教師 の読み聞かせ ）をする。   ○あわててニュースをはがし ているけいすけ くん は、どん な気持ちでしょうか。   ・せっかく、みんなを喜ばせようと思ったのに残念 だ 。   ・みんなに悪いことをした 。   ・こんなニュースを書かなければよかった。   ・誰か他の人がニュースを書けばいい。     ◎ もう一度、ニュースを書いているけいすけ くん はどんな 気持ち でしょう か。   ・ゆいさんが、喜んでくれてよかった。   ・もっとよくたしかめればよかった。  

【深めの発問】   もう一度ニュースを書いているけいすけくん の心に は もう嫌だ 、やりたくない という気持ちはないのでしょう か 。  

・もう一度みんなのために書こうと思 っている。   ・絶対みんなに喜んでもらおうと思っている。     ○ 「みんなのニュースがかり」と言われたけいすけは、ど んな気持ちだっ たでしょうか 。   【役割演技】   教師Ｔ： ひろし   児童Ｃ： けいすけ     Ｔ：「 けいすけくんはみんなのニュースかかりだね｣   Ｃ：「うれしいな」   Ｔ：「どうしてうれしいの」   Ｃ：「 みんながうれしそう だからだよ。 ｣   Ｃ：「 みんなのためにこれからも頑張ろう。 」    ・主人公「けいすけ」の気持ちを考えること を確認する。   ・みんなに喜んでもらおうとしたが、個人の 情報を よく確かめずにニュースに書いてし まい、 友達に責められた 主人公の悔しい気 持ちに十分に共感させる。               ・ 悔しい思いがあったが、 ゆいさんからの 言 葉をヒントに、 もう一度 みんなに喜んでも ら おうとする気持ちが高まっていることを 感じ取ることができるようにする。        

●言語活動の充実   ひろしに 「みんなのニュースかかりだね 」と言われたけいすけの気持ちを話 し 合わ せ、さらに「なぜうれしいのか」と問い返 す ことでけいすけの気持ちにある「みんな がよろこんでくれてうれしい」 気持ち を考 えられるようにする。  

 

展   開   後   段   ◇ 自分自身を振り返って話し合う。   ○ 今までに、みんなのために働いたこと はありませんか。 そのときは どんな 気持ち でしたか。   ・ 給食の後片付けをしたら、きれいになり気持ちがよかっ た。 帰りの会でみんなも喜んでくれた。   ・家で 、 家族のために玄関掃除をした。お父さんがほめて くれたし、お母さんが喜んでくれた。 わたし も気持 ち が よかった。  ・ 経験を もとに 具体的な場面が 想起できない ときは、 導入で 「みんなのための仕事」と して位置付けた 板書 を生かす。   ・ 机間指導で、 捉 えている 実態 に基づき児童 に応じて、 振り返らせたい 具体的な場面を 提示する。  

終   末   ◇教師の説話   ・ 自分の行為が集団に喜んでもらえたときのうれしさなど 勤労のよさを感じられる具体的な事例を話す。  ・こころのノート 「大切なそれぞれの しごと」 （ P76 ～ 79 ）などを活用しながら、丁寧に 確 認する 。   ・具体的な学校生活の場面で見られた児童の 姿 を意図的に紹介してもよい。  

 



３　道徳の時間（本時）と他の教育活動との関連

＜場の内容・ねらい＞　　　　　　　　　　＜児童の意識＞　　　　　　　＜指導・援助＞


みんなの　ニュース　がかり
　

「この　ニュースは　けいすけくんが　かいたの。」
けいすけくんが　きょうしつに　はいると　ひろしくんが

ききました。
　けいすけくんは、
「みんなの　しょうかいを　かいたんだ。　どうかなあ。」
と、とくいそうに　いいました。
　

けいすけくんは、ニュース　がかり。
きのう　がんばって　かいた　ニュースを

かえりに　はったのです。
ところが、みんなは、おこっています。
「ぼくが　はいって　いるのは、がっこうの　サッカーチームじゃ

ないよ。」
「わたしのピアノのはっぴょうかいも、にちようびじゃ

ないわよ。」
「ええっ。でも、そう　きいたと

おもったけど……。」
「けいすけくん。これ、ちゃんと
　しらべたの。」
ひろしくんに　いわれた　けいすけくんは、
「いや、あの、その、ごめんなさい。」
といって、あわてて　ニュースを　はがしました。
　やすみじかんです。けいすけくんは、しょんぼりと
じぶんが　かいた　ニュースを　ながめています。
「がんばって　かいたのになあ。」
「けいすけくん。その　ニュース　どう　するの。」
ゆいさんが、いいました。
「もう、かくの　やめちゃうの。」
「うん。かかない　ほうが
　よかったかなあと　おもって。」
「わたしは、うれしかったわ。
　ちゃんと　しらべて　かけば、
　みんなも　きっと　よろこぶと
　おもうわ。」
「そうかなあ。」
ゆいさんと　はなしながら　けいすけくんは、みんなが
おこった　わけを　かんがえました。そして、もういちど
ニュースを　かくことに　しました。
　

けいすけくんは、もういちど
ニュースを　かきました。
　

あるひの　ことです。
「みんなの　ことが　よくわかるね。」
けいすけくんの　ニュースを、みんな
うれしそうに　よんで　います。
　ひろしくんが、いいました。
「けいすけくんは、みんなの　ニュース　がかりだね。」
　内容項目　四―（二）

　　　　　出典　小学校道徳読み物資料集

（平成二十三年三月　文部科学省）
学校行事（勤労生産・奉仕的行事）


縦割り活動「芋煮会」振り返り


・地域の方を招いて、縦割り集団で「芋煮」をつくる活動を振り返り、自分の仕事が活動の成功に向けて大切であることに気付くとともに、役割をやりきった満足感、気持ちよさを実感することができる。





道徳


「みんなのニュースかかり」内容項目４－(２)





・働くことにより人の役に立つうれしさややりがいを感じられることに気付き、人のために進んで働こうとする心情を育てる。





・仕事をやりきることは大変なときもあるけれど、みんなのために進んで働くことで、自分も嬉しかったり、仲間も喜んでくれたりするんだ。私もみんなのために進んで働きたい。








・「芋煮会」では、進んで洗い物をすることができた。気持ちがよかったし、おじいさんにもほめられてよかった。これから家でも進んで洗い物のお手伝いをしよう。





・みんなの喜ぶ仕事をしようと努力し、最後には喜んでもらえたけいすけの心情に共感させることで、みんなのために働くことのよさを考えさせる。








・目立たないところで地道に活動している児童を認め、励ましていく。


・実際の場での意欲や態度に結び付けていくことで働くことのよさを感じて、みんなのために進んで働こうとする心情を養う。





・「縦割り活動」で期待される道徳性の高まりについて、保護者や地域の方に周知し、児童の中で役割を自覚して働くことの喜びや意義について認め、価値付けてもらえるようにする。





・自分にできることを考えて取り組むことのよさに気付くようにする。


・家族が自分のためにしてくれたことや家族の願いに気付くようにする。


・自ら規則正しく健康に気を付けて生活しようとする意欲を育むようにする。








・お母さんは家族が気持ちよく生活できるためにたくさんの仕事をしてくれているんだ。


・私が手伝うとうれしそうだった。これからもお手伝いを続けよう。








・当番活動や係活動は決められた仕事だからやらなければならないだろう。


・○○さんは係の仕事を頑張っているんだな、私もみんなのためにがんばりたい。





学級活動


「わたしのしごと」


・学校生活を振り返り、みんなが気持ちよく生活するためには、どのような仕事が必要なのかを考える。








生活科


「みんないっしょに」


・家庭生活を支えている家族のことや自分でできることなどについて考え、自分の役割を積極的に果たすとともに、規則正しく健康に気をつけて生活することができるようにする。





帰りの会


・毎日の「よいことみつけ」の中で、当番活動や係の活動にかかわる内容を意図的に取り上げ、事実やその時の思いを具体的に紹介する。








教科の授業


・小集団で協力して活動する場を設定し、一人一人が役割を自覚し、ともによりよいものをつくろうとしたり、小集団でやりとげた満足感を味わったりする経験を積み重ねる。
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２　学習指導過程

		

		基本発問と予想される児童の反応

		指　導　・　援　助



		導入

		◇係の役割を果たすことを想起させ、価値への方向付けをする。

○学校の生活の中で、みんなのためになる仕事はどんなものがあるでしょう。

・黒板消し係や花の水替え当番があるよ。


・みんなに給食を配る給食当番があるよ。

		・児童への質問紙や保護者へのアンケートを活動し、児童の実態や傾向性を把握しておく。

・「みんなのための仕事」として板書して位置付ける。



		展

開

前

段

		◇資料提示（教師の読み聞かせ）をする。

○あわててニュースをはがしているけいすけくんは、どんな気持ちでしょうか。


・せっかく、みんなを喜ばせようと思ったのに残念だ。

・みんなに悪いことをした。


・こんなニュースを書かなければよかった。

・誰か他の人がニュースを書けばいい。


◎もう一度、ニュースを書いているけいすけくんはどんな気持ちでしょうか。

・ゆいさんが、喜んでくれてよかった。

・もっとよくたしかめればよかった。

【深めの発問】

もう一度ニュースを書いているけいすけくんの心にはもう嫌だ、やりたくないという気持ちはないのでしょうか。

・もう一度みんなのために書こうと思っている。

・絶対みんなに喜んでもらおうと思っている。


○「みんなのニュースがかり」と言われたけいすけは、どんな気持ちだったでしょうか。

【役割演技】


教師Ｔ：ひろし　児童Ｃ：けいすけ 


Ｔ：「けいすけくんはみんなのニュースかかりだね｣


Ｃ：「うれしいな」


Ｔ：「どうしてうれしいの」

Ｃ：「みんながうれしそうだからだよ。｣


Ｃ：「みんなのためにこれからも頑張ろう。」



		・主人公「けいすけ」の気持ちを考えることを確認する。

・みんなに喜んでもらおうとしたが、個人の情報をよく確かめずにニュースに書いてしまい、友達に責められた主人公の悔しい気持ちに十分に共感させる。


・悔しい思いがあったが、ゆいさんからの言葉をヒントに、もう一度みんなに喜んでもらおうとする気持ちが高まっていることを感じ取ることができるようにする。

●言語活動の充実

ひろしに「みんなのニュースかかりだね」と言われたけいすけの気持ちを話し合わせ、さらに「なぜうれしいのか」と問い返すことでけいすけの気持ちにある「みんながよろこんでくれてうれしい」気持ちを考えられるようにする。





		展

開

後

段

		◇自分自身を振り返って話し合う。

○今までに、みんなのために働いたことはありませんか。そのときはどんな気持ちでしたか。

・給食の後片付けをしたら、きれいになり気持ちがよかった。帰りの会でみんなも喜んでくれた。

・家で、家族のために玄関掃除をした。お父さんがほめてくれたし、お母さんが喜んでくれた。わたしも気持ちがよかった。

		・経験をもとに具体的な場面が想起できないときは、導入で「みんなのための仕事」として位置付けた板書を生かす。

・机間指導で、捉えている実態に基づき児童に応じて、振り返らせたい具体的な場面を提示する。



		終

末

		◇教師の説話

・自分の行為が集団に喜んでもらえたときのうれしさなど勤労のよさを感じられる具体的な事例を話す。

		・こころのノート「大切なそれぞれのしごと」（P76～79）などを活用しながら、丁寧に確認する。

・具体的な学校生活の場面で見られた児童の姿を意図的に紹介してもよい。






